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地球物理・化学データの融合的利用による火山活動の定量的理解〜口永良部島火山のマグマ水蒸気噴
火を例に
Quantitative understanding of volcanic activities by a combinational use of geophysical
and geochemical data - a case study of magmatophreatic eruptions at Kuchierabu volcano, SW
Japan
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マグマの浅部への移動は地下の応力状態の変化をもたらし，地震を群発させ，地殻変動を発生させる．ま
た，それに伴って発達した新たなクラックは，マグマのさらなる移動や高温の火山ガスの放出を誘発させ
る．浅部マグマから放出される火山ガスは，火山体下の地下水系に流入することでと熱水系を発達させる．熱
水系の不安定化は水蒸気爆発を誘引する． 
地震活動・全磁力変化・比抵抗変化・InSARやGPSによる地殻変動の検出といった地球物理学的観測や，火山ガ
ス組成の時間変化といった地球化学的観測は，こうした多様な火山現象を捉え，メカニズムを理解する上で強
力なツールである．また，HYDROTHERM・STARといった数値シミュレーションは，火山体下の温度・圧力状態等
を定量的に評価することができるため，様々な観測データをより定量的に結びつけ，火山活動評価の精度を向
上させることができると期待される． 
個々の観測データを定量的に結びつけるためには，そのデータの解析原理・解析手法の適用限界等，高い専門
性が要求される情報を十分に理解した上でデータを利用することが重要である．しかしながら，個々の研究者
のレベルでは，直接専門としている分野以外のデータを取り扱うことは容易ではない．さらに，データ解析環
境は個々の研究者によって独自に構築されていることが多いため，多様なソフトウェアの導入・使用方法の習
得等を実現する事が困難である．こうした課題を克服し，様々なデータを有機的に活用するため，統一的プ
ラットフォームを整備し専門的情報を研究者間で共有するための作業グループを組織した． 
本発表では，当作業グループの成果の１つとして，2014年８月・2015年5月にマグマ水蒸気噴火を発生させた口
永良部島火山の火山活動を取り扱う．HYDROTHERMソフトウェア(Hayba and Ingebritsen, 1994)による熱水系の
シミュレーションにより，地下の温度・圧力状態を推定する．過去に得られている比抵抗構造・熱消磁源
(Kanda et al., 2010)をはじめ，GPS・InSARによる地殻変動データ・火山ガスデータを用い水蒸気／マグマ水
蒸気噴火発生のメカニズムを定量的に理解することを目指す．
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